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回　覧

   
 

１１月１１日（水）午前１０時～ 
○演 題：「高齢者の交通安全」 

  ○講 師：牛深警察署 交通係 
    

  

 
１１月７日（土）   午後１時～午後５時 

１１月８日（日）   午前９時～午後３時 

私達は城山の上り口で花作りをしている「花ふよう会」です。 

花作りのきっかけは、私達の子育て時代に遡ります。国道沿いの通学路でありながら、ゴミ

捨て場となっていた荒地を、久玉小学校の先生方が有効活用にと、芋作りをされたのが始ま

りです。その後交通量の多い国道であったため、児童の安全を考慮して学校が撤退しまし

た。そのあとを上揚婦人会がバトンタッチして、花木や季節の花を育ててきました。 

当時は会員数も多く、花木の提供・手分けして種まき・育苗と賑わっておりました。 

時代は変わり、会員数も減りまして、今年の３月久玉町婦人会の解散に伴い、上揚婦人

会をボランティア「花ふよう会」に移行し花作りを継続することとしました。４月から区民の皆

さんにも、花作りの呼びかけ（チラシ回覧）にて草引きの手伝いを受け、10 月には水害で倒

木した杉の丸太を区民の方々に提供して頂き、15～6 年ぶりに花壇の枠の取り換えができ

ました。男性方の力で、永い歴史ある花壇がリニューアルしました。地域の皆さんのご協力

に感謝しております。また、天草市からの花苗配布や、久玉振興会からの助成等、現在まで

活動を継続できている力だと感謝しております。 

近いうち春花の植え替えも予定しております。 

「いつも大変ねー」「きれかなー」「通るたび楽しませてくれて有難う」等、墓参りの方や区民

の皆さんから労いの言葉をかけてもらい、喜び感謝しているところです。 

ちなみに会の名前の由来ですが、初代花作りに尽力された故坂田淑永先生植樹の「すい

ふよう」を記念して「花ふよう会」としました。上揚婦人会の先輩方が、担って来られたこの花

作りを、「できるしこ・無理せんで…」繋いでいきたいものです。              

花ふよう会代表  山下智恵子 
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１１月１０日頃、販売予定です。必要な方は下記にご注文ください。※数に限りがあります！ 

○ 注文先 振興会事務局（電話７２－５０００） 

○ 金額  １束（１００本）６００円 

住所・名前・電話番号をお知らせ下さい。 

※取りに来ていただける方のみお願いします。 

河浦町久留古江岳（３２０ⅿ）の山頂に祀る大神宮は霊験あらたかな神様 

として知られ、安永元年（１７７２年）建立の荘厳な神明造りの社殿です。 

戦後までは、満月に男女で御参りする祭りがあり、縁結びの神とも言われて 

いて牛深からも提灯片手に御参りされていたそうです。 

今回は途中までマイクロバスで登り、残り 1.5キロほどを徒歩で登ります。 

日  時    令和２年１１月２１日（土）１０時出発（９時３０分から受付） 

集合場所   久玉地区コミュニティセンター（ふれあいセンター） 

参加対象者   小学４年生以上（小学３年生以下は保護者同伴） 

                   自分の体調、健康状態を良く考えて、自分の責任で参加してください。 

持 参 物     弁当・飲み物 

参加申込      令和２年１１月１６日（月）までにお申し込みください。 

                                        （電話 ７２－５０００ 久玉地区振興会）  

参 加 料      無 料 

１０月７日に、なかよし・たんぽぽクラス５名が教室と体育館の間にある７㎡程の花壇にブロッコリーの
苗植えとダイコン、ニンジンの種を蒔き、８日には１年生２２名がダイコンの種を蒔き、２年生１５名はキャベ
ツの苗を植えた。 
子供たちはみんな素直で野菜作りの説明をするとつぶらな瞳を輝かせ熱心に聞いてくれる。 
「立派な野菜を作るのに大事なことはなんですか」と質問すると手をハイと挙げて「水やりをすること」

「肥料をやること」「太陽の光があること」「大切に育てること」等と答えてくれた。 
 苗植えがうまくできるか少しの不安はあったが、一本だけやってみせるとそれぞれが、移植ゴテで穴を
掘り、水を入れ、小さな手にポットから苗を取り出し苦戦しながらも植えていた。 
 最後に、「立派な野菜を作るのに大事なことは水やりをすること、草ひきをすること、それはみんなの仕
事です！チャンとやってね！」と約束して野菜作り体験授業は終了した。 


